
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8月 10日、上野西部地区市民センターに

て運営委員会が開催され、次のことにつ

いて審議・決議しました。 

１．当自治協のまちづくり計画策定につ 

 いて特別委員会の第1回会合を8月25 

 日に持つことを決定しました。 

２．土のう袋の保管箱設置（下記参照） 

３．にぎわいフェスタへ交通規制と警備 

 の協力について各自治会で分担して 

 協力することになりました。 

４．その他（連絡事項他） 

 上野天神祭のくじ取り式を9月9日13

時 30分から行う。 

戦没者慰霊祭を東部地域と合同で 9 月

27日に執り行う。 

11 月 15 日に予定している西部の運動会

開催に各自治会が協力する。 

 

集中豪雨等による浸水対策にて必要な土のう袋を西部地区内 2 か所で保管しま

す。必要となった場合取りに行って下さい。尚、1 度使用した土のう袋は再利用

できませんので戻さないで下さい。 

 設置予定場所 上野中町公民館前と上野福居町イナオカ様の駐車場 

1.  日  時 平成 27年 9月 19日（土） 10：00～12：00 

2.  場  所 上野西部地区市民センター ２階ホール 

3.  講  師 加 藤  清 氏（みえ出前トーク） 

4.  演  題 食の防災 ～火を使わずに冷蔵庫にある食材の調理法 

 

 



  

 伊賀市の祭への補助金制度が変わりまし

た。主な変更点は 

①町外の応援者へのお茶・弁当代等人件費が 

 補助対象から外れた。 

②補助率が設けられ 3年経過後に補助対象 

 金額の 1/2になる。  の 2点です。 

これらについて祭町で話し合ったところ

400 年続いてきた天神祭の継承が大変心配

な現状を理解してもらう目的で、議員さんに説明することになりました。8 月 18 日、市

議会の出前講座が市役所で開催され市議会議員さんと上野文化美術保存会員が話し合い

ました。出席された議員さんは森正敏、安本美栄子、空森栄幸、田中覚、福田香織、市

川岳人の皆様でした。（敬称略 順不同）主な発言内容は次の通りでした。 

文化保存会）この度、祭等の補助金制度が変わり補助対象科目の変更や補助率が削減（最 

 終的に 1/2）され、このままでは祭行事が出来なくなるのではと危惧している。 

議員）合併から 10年が経ち、全市的に見て今回の新補助金制度（補助率を 1/2にする） 

 は必要だ。いろんな祭を同列にしてあるが、上野天神祭がどの様な位置づけにあるの  

 かはっきりさせる必要はある。 

議）他地区の人からは上野の三筋筋の祭で地区外の人は参加もかなわない。 

文）人手不足です。全体での話ですが特に子どもさんは祭町で必要人員数の 27%しかい 

 ません。大人もだんじり運行だけで計 500人以上町外から応援をいただいている。 

文）祭が土日になれば 10万人を超える人が出る。私の町は所帯数が 18と小さく、子ど 

 もがいない。子ども全員町外からの応援です。50人程必要な大人も 6割が町外の方で 

 す。これらの方に最小限度の人件費（お茶代等）は認めて欲しい。 

議）市の補助金の問題だ。この話（補助金）を市長のところに持っていったか。 

文）市長と語る会で話をした。新しい補助金制度は議員発議で決まったといわれた。 

議）祭の運営について祭町以外の町と人的に助けてもらう協定をするのはどうか。 

文）毎年の祭りの運営費用だけでなく 10数年に 1度位幕の修理等に 100万円単位の町の 

 負担が必要。これが大きい。これらを合わせると祭町の各自治会はこの 20年間で各々 

 1000万円を超えるお金を負担してきた。（祭町は所帯数が小さい、負担の限界にある） 

文）以前だんじり会館への出陳料をもらっていたがその後出陳料が助成金になり、現在は 

 不明だ。 

文）今回の補助金制度変更について説明があったのが 6月 26日で補助金交付要綱が交 

 付されてから 3カ月も経っている。 

議）今年の祭りは催行出来るのか。 

文）・・・・・・・・・・・・・無理でもするしかありません。 

文）県からは既に話があり祭の人的応援の準備を始めて頂いていますが市とはまだです。 

 昨年は市から祭りの 10日程前に突然今までのような人は出せないとの連絡があり大変 

 困りました。 

議）補助金の適正化は必要だが、伝統ある祭りであり、公益性（集客の数等）の評価で運 

 用を考えなければと思う。又神事と同日に祭を行っても行政が祭を支援することに問題 

 ないと思う。（政教分離の問題で） 

 


